




















「21 世紀の世界に問題は 3 つある。1 つめは富める者と貧しい者の格差の問題、2 つめは核に関する問題、3
つめは、伝統的な偏見、例えば宗教、民族、ジェンダーの問題だ」とガルブレイス教授は山中 子氏に 1997 年に
語っています。第 1 の問題は、世界人口の増大とグローバル化の中で間違いなく先鋭化してくる問題です。2002
年にヨハネスバーグで開かれた「持続可能な開発のための世界サミット」では水、エネルギー、防災問題等への国






























科学技術動向研究センター 材料・製造技術ユニット 渡井 久男
1. 調査の目的
























1. -1. 基幹技術抽出の観点 (基幹技術の軸) 及び国の関与の必要性については、指数の順位に基づ
いてランク分けし、相対評価を行った。
2. -2. 我が国の技術水準 (米国、欧州、アジアとの比較) については、指数の値によりランクを決定
し、絶対評価を行った。
3. 調査結果









(2) 基幹技術の候補として抽出した 47 技術領域の傾向 (図 2 参照)
基幹技術抽出の観点: 「経済発展」、「国の維持」、「知の世紀」の観点の内、少なくとも 1 つで上位 1/3 に入り、
且つ「国の関与の必要性」で上位 1/2 に入る技術領域を抽出した。欧米との水準比較は高、中、低の分類で高は
無く、中は 17 領域、低は 30 領域であった。










































——縫い目のない文化 (シームレス・カルチャー )を実現するために ——










2005 年 2 月 7 日 (月) 9:45 〜 18:00
≫ 会場:







基調講演 1 オーブリー・マニング Aubrey Manning
「好奇と歓喜——科学は文化の一部となる」
エジンバラ大学名誉教授。動物行動学者。BBC - Landscape Mysteries のプレゼンター。
著書『動物行動学入門』




第 1 セッション 「縫い目のない文化を語る」
スティーヴン・ミラー Steven Miller (ロンドン大学ユニヴァーシティ・カレッジ教授)
「ヨーロッパのサイエンスコミュニケーション ——2つの文化問題を超えて」
チョ・スックギョ Sook-Kyoung Cho (韓国科学財団対外連携部長)
「韓国における科学技術公衆理解——韓国科学財団の取り組みを中心に」
ドロン・ウェーバー Doron Weber (スローン財団公衆科学理解増進プログラムマネージャー)
「2 つの文化は解消できるか ——スローン財団の取り組み」
第 2 セッション 「科学が絡むともっとおもしろい?」





「アート + サイエンス = カルチャー」
第 3 セッション 「科学のひらめきとかがやき」
司会: 高柳 雄一 (電気通信大学教授)
ゲスト: 中谷 日出 (NHK 解説委員)稲蔭 正彦(慶應大学環境情報学部教授)ほか
オプショナルセッション 「科学茶房」 (18:00 〜 19:30)
ドリンクを片手に楽しい語らい
◇ お問い合わせ・申し込み先: 政策研国際コロキアム事務局 ( サイマル・インターナショナル内) 
〒 105-0001 東京都港区虎ノ門 1-25-5 虎ノ門 34MT ビル 1F







・12/ 3 Ms. Vera Stercken M.A.: ドイツ連邦教育研究省アジア、オーストラリア、ニュー
ジーランド担当課長補佐
Dr. Nicole Zingsheim: ドイツ連邦教育研究省国際事務所アジア担当
・12/ 8 Dr. Daniel Pardo: フランス国立科学センター (CNRS) リサーチディレクター
・12/13 Mr. Bambang D. Sumarsono: インドネシアPURBALINGGA県エコノミックアドバイ
ザー
○ 国際研究協力 (覚書の締結)








・12/14 下村 郁夫: 政策研究大学院大学教授
「英語でのプレゼンテーション手法 〜 日本人研究者のためのノウハウ」
・12/24 越 邦晴: (有) スィムプル代表取締役
「情報伝達能力・技法の向上 〜 プレゼンテーション能力開発コース」
○ 新着研究報告・資料
・「科学技術動向 2004 年 12月号」(12 月 24 日発行)
特集 1 読み書きのみの学習困難 (ディスレキシア) への対応策
ライフサイエンス・医療ユニット 石井加代子
特集 2 光通信技術と産業の動向と今後の進め方への提言 —シーズとニーズの融合を目指
して—
情報通信ユニット 立野 公男
特集 3 米国における大気中微小粒子・ナノ粒子の健康影響に関する研究戦略 —我が国と
の比較
客員研究官 新田 裕史
環境・エネルギーユニット 浦島 邦子
特集 4 科学技術政策をめぐる米国の科学者たち
環境・エネルギーユニット 浦島 邦子
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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